
長泉麗峰山の会・山行報告書                      文・写真 後藤 

山行番．  NO.2070 

日 時  2025 年 01 月 18 日（土）快晴 

山 域  八ッ・西天狗岳（2646ｍ）西尾根 

コース  起床 3:00-長泉発 4:20-唐沢鉱泉発 7:31-峠 8:28-第一展望台-第二展望台 9:54-山頂 10:57 

           ～11:07-唐沢鉱泉 13:16-長泉 16:30（登山を含んで往復約 12H） 

標高差   唐沢鉱泉約 1865ｍ～西天狗岳 2646ｍ＝約 781ｍ＋30m 

難易度  非常に困難  困難  やや困難  レ普通  やや易しい  易しい 

山は道連れ世は情け 

経  費  有料（東名・東富士・中央）=5230-、燃料=4930-、洗車=1000-、他ハルピンラーメン 

参加者  後藤（単独） 

 

毎年、1月に西天狗岳に上っている。19日、日曜日 I と計画したが天気が悪い。しかし、

前日の土曜日は年に何回あるかなしかの好天気。ここは逃したくない。だが、連れがいな

い。この歳で冬山単独と考えたが結局、頑張ることにした。 

 3時起床、4時20分長泉を出た。眠くはなかったが、夜道の運転は要注意。それでも車両

は少ないので走り易い。 

 唐沢鉱泉は既に車両で埋まっていた。それにしてもこの人気は何だろう。若い人が多い。

皆さん立派なピカピカの装備を纏っていた。 

 

 
唐沢鉱泉                  アライグマの尻皮 

 

 出発すると、最近では珍しい「尻皮」を付けた方が居た。断って写真に収めた。尻尾に

特徴がある動物。何かと聞いたら「アライグマ」と答えた。「可哀そうに」と呟いたら 

「アライグマは害獣」だから・・・の返事。 

 例によって、元気のよい三人組女子に抜かされた。私は脈拍120ペースで上る。ただ、西

尾根に出る峠で早くも三人は休んでいた。「何処から来た」と正したら「徳島」という。何

でも夜通し走ってきたという。 



 
阿波・あすなろ山の会の方々 

 
第一展望台 

 第二展望台 



「まさか労山じゃないよね」聞くと、「阿波・あすなろ山の会」と答えた。これで一気に 

仲良くなった。結局、山頂まで一緒に行くことになった。山頂下では「レイホー・レイホ

ー」と自分の会のような発声があり驚いた。（帰着後分かったが、「あすなろ山の会」は、

昔、井上夫妻が徳島時代に在籍していたことが判明。何たるご縁！！） 

 第一展望台で記念写真。素晴らしい天気だった。紺碧の空に雪山が映える。やはり予想

通り素晴らしい天気だった。第二展望台も良い所。30ｍ下って本峰に取り付く。ここは巨

岩帯で夏は実に歩き難い。ところが今回は多雪で完璧にゴロタ石が埋まり上り易い事この

うえない。こんなに雪が多い西天狗岳はあまりない。 

 

 巨岩帯の阿波さん 

 西尾根俯瞰 



 阿波さんと一緒に上る。雪山に慣れているようだ。阿波さんの HP を見たら、四国も結構

雪が降るようだ。そういえば四国お遍路時、鴇田峠（ひわたとうげ）で大雪に遭ったこと

がある。 

巨岩帯を越えて山頂着。大勢の登山者で賑わっていた。これって本当に１月の八ヶ岳 

？？！！昨今の登山ブームは驚きだ。11時を回ったので周回はなし。阿波さんは高見石

小屋泊で明日帰る。再会を約束し西尾根下山。イイ山だった。 

 

 
山頂で阿波・あすなろ山の会の皆さま 

 

 


